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平
成　

年
度
当
初
予
算　
　
　
　

２３

　

全
会
計
総
額
７
８
４
億
７
’３

６
３
万
５
’0
０
０
円
の
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
、

２
〜
９
㌻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
補
正
予
算　
　
　
　

２２

一
般
会
計

　

４
億
４
’９
０
５
万
９
’０
０
０

円
を
増
額
し
、４
２
１
億
７
’５
１

９
万
８
’０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
Ｋ
Ｔ
Ｒ
経
営
対
策
基
金
拠
出
金

事
業 
６
’７
０
４
万
１
’０
０
０
円

▼
地
方
バ
ス
路
線
運
行
事
業

　
　
　
　
　
　
 
５
’８
３
９
万
円

▼
介
護
基
盤
緊
急
整
備
特
別
対
策

事
業　
　
　
　
 
５
’８
５
０
万
円

▼
福
知
山
駅
周
辺
賑
わ
い
拠
点
創

出
事
業

４
億
５
’８
６
９
万
３
’０
０
０
円

▼
国
道
９
号
線
関
連
安
心
安
全
整

備
事
業２
’９
５
７
万
１
’０
０
０
円

▼
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

１
’０
０
４
万
５
’０
０
０
円

▼
除
雪
関
連
事
業３
’５
０
０
万
円

▼
地
域
振
興
施
設
維
持
補
修
基
金

造
成
事
業　

２
億
３
７
５
万
２
’０
０
０
円

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
基
金
造
成

事
業　
　
 
１
億
６
’０
０
０
万
円

▼
地
域
福
祉
基
金
積
立

６
９
７
万
９
’０
０
０
円

▼
退
職
手
当

５
’３
３
４
万
７
’０
０
０
円

▼
補
助
金
等
償
還
金

８
０
３
万
３
’０
０
０
円

▼
地
方
債
繰
上
償
還

１
億
１
’７
４
２
万
円

特
別
会
計

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

福
知
山
市
都
市
計
画
事
業
福
知
山

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

　

土
地
売
払
収
入
の
減
額
に
伴
い

一
般
会
計
繰
入
金
を
計
上
し
ま
し

た
。

条　
　

例　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
規

▼
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第　

条
の
２
第

24

１
項
の
規
定
に
基
づ
く
職
務
権
限

の
特
例
を
定
め
る
条
例
▼
市
過
疎

地
域
自
立
促
進
基
金
条
例
▼
市
地

域
振
興
施
設
維
持
補
修
基
金
条
例

一
部
改
正

▼
市
事
務
分
掌
条
例
▼
市
長
及
び

副
市
長
並
び
に
ガ
ス
水
道
事
業
管

理
者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
▼
市

教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
▼
市
保
育
所
条
例

▼
市
国
民
健
康
保
険
条
例
▼
市
病

院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

▼
市
農
業
委
員
会
に
関
す
る
条
例

▼
市
簡
易
ガ
ス
供
給
条
例
▼
市
地

区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
▼
市
都

市
公
園
条
例
▼
市
大
江
町
移
動
通

信
用
施
設
条
例
▼
市
一
般
職
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
▼
市
大
江

町
移
動
通
信
用
施
設
整
備
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
▼
市
消
防
団
員
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に

関
す
る
条
例
▼
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

廃
止

▼
市
三
和
町
有
線
ラ
ジ
オ
放
送
施

設
条
例
▼
市
水
道
設
備
資
金
並
び

に
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
資
金
貸

付
基
金
条
例

そ 
の 
他

▼
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
▼

工
事
請
負
契
約
の
締
結
４
件
▼
工

事
請
負
契
約
の
変
更
▼
土
地
の
取

得
▼
和
解
３
件
▼
市
道
の
認
定
お

よ
び
廃
止
▼
中
丹
地
区
広
域
市
町

村
圏
協
議
会
の
廃
止

報　
　

告　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
和
解

諮　
　

問　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
処
分
に

対
す
る
異
議
申
立
て
に
つ
い
て

「
棄
却
す
べ
き
も
の
」
と
答
申
を

受
け
ま
し
た
。

人　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

▼ 
芦  
田 　
 
太 
さ
ん（
前
田
・
新
任
）

あ
し 
だ 

ふ
と
し

人
権
擁
護
委
員

▼ 
早  
川  
知 
男
   

さ
ん（
尾
藤
・
新
任
）

は
や 
か
わ 
と
も 
お

第921号 
北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山 
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平成
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4
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３
月
定
例
市
議
会
が
、
３
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２９

　

こ
の
市
議
会
に
、
市
で
は　

議
案
を
提
案
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

５８

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
予
算
・
平
成　

年
度
補
正
予
算
な
ど

２３

２２

３
月
定
例
市
議
会
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平
成　

年
度
の
予
算
は
、
常
に
希
望

２３

を
も
っ
て
、
ふ
る
さ
と
福
知
山
の
未
来

に
つ
な
ぐ
新
た
な
「
創
造
」
の
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。　

　

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は
次

の
二
点
で
す
。

　

第
一
は
、
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
守
り
、
市
民
の
皆
様
が
希
望

あ
る
将
来
像
を
描
き
、
い
き
い
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
の
た
め

の
施
策
を
地
域
の
特
性
を
い
か
し
て
、

着
実
に
効
果
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
を
適

時
・
的
確
に
実
施
す
る
た
め
に
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

第
二
は
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
を

最
大
限
に
活
用
し
、
施
策
の
「
選
択
と

集
中
」
を
図
り
な
が
ら
、
中
長
期
的
な

財
政
運
営
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
財

政
構
造
を
実
現
で
き
る
よ
う
徹
底
し
た

財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
基
に
、
未
来
に
つ
な

ぐ
『
創
造
戦
略
２
０
１
１
』
と
し
て
、

次
の
４
つ
の
戦
略
に
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
子
ど
も
達
や
若
者
が
健
全
に
成
長
す

る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
「 
N ネ

 
E  
X  
T 
ふ
く
ち
や
ま　

次
世
代
創
造
戦

ク 

ス 

ト

略
」

▼
福
知
山
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
な
み

と
賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
る
「
城
下
町

福
知
山　

魅
力
と
活
力
創
造
戦
略
」

▼
緑
豊
か
な
農
山
村
地
域
を
元
気
に
す

る
た
め
の
「
人
・
自
然
共
生
ふ
く
ち
や

ま　

自
立
・
元
気
創
造
戦
略
」

▼
公
共
交
通
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と

も
に
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
図
る

「
便
利
・
快
適
ふ
く
ち
や
ま　

公
共
交

通
創
造
戦
略
」

　

さ
ら
に
は
、
今
後
５
年
間
で
地
方
交

付
税
が
段
階
的
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
人
件
費
を
中
心
と
し
た
行

政
内
部
経
費
の
ス
リ
ム
化
を
引
続
き
進

め
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基
金
の
保

持
、
地
方
債
発
行
の
大
幅
抑
制
に
も
留

意
し
た
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
福
知
山
を
幸
せ
の
舞
台
」

に
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
方
と
と
も

に
、
支
え
あ
い
、
補
い
あ
い
、
手
を
取

り
あ
い
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
自
信
を

持
っ
て
引
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
福
知
山

を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

福
知
山
市
長

　　　　　　 平成２３年度　当初予算 　　　　　　

総額７８４億７,３６３万５,０００円（対前年度比０.９㌫減）

福知山の未来につなぐ『創造戦略２０１１』推進予算
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平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
特

２３

別
会
計
、
企
業
会
計
当
初
予
算
総

額
は
、
７
８
４
億
７
’３
６
３
万

５
’０
０
０
円
（
対
前
年
度
比
０
・

９
㌫
減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り

５
億
３
’０
０
０
万
円
減
の
３
９

６
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
３
㌫

減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業
（
８
億
６
’２
２
０
万
円
）
や
、

（
仮
称
）
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
（　

億
１
５
０
万
円
）
な

１４

ど
を
整
備
し
ま
す
が
、
ｅ
‐
ふ
く

ち
や
ま
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
に

よ
る
減
少
も
あ
り
の
投
資
的
事
業

全
体
で
は
４
億
１
’４
９
５
万

３
’０
０
０
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
手
当
な
ど
の

手
当
や
生
活
保
護
費
、
地
域
支
援

事
業
の
経
費
な
ど
の
、
生
活
に
か

か
わ
る
「
扶
助
費
」
は
前
年
度
よ

り
５
億
２
’９
８
１
万
２
’０
０

０
円
増
の　

億
３
７
８
万
４
’０

７７

０
０
円
（
対
前
年
度
比
７
・
４
㌫

増
）
の
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り

　

億
８
’５
３
３
万
７
’０
０
０

１４円
減
の
２
５
３
億
９
’０
４
７
万

８
’０
０
０
円
（
対
前
年
度
比
５
・

５
㌫
減
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
理
由
と
し
て
、
下
水
道

事
業
で
、
中
部
Ｃ
Ｓ
Ｏ
（
お
も
に

大
雨
時
の
雨
水
貯
留
槽
設
置
工

事
）
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
５
億
４
０
０
万
円
減
少
し
た

こ
と
。
ま
た
、
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
業
で
、
累
積
赤
字
の
減
少
に

よ
り
４
億
８
’２
７
０
万
円
減
と

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
で
は
、
土
地
の
売
却
に
伴

う
累
積
赤
字
の
減
少
に
よ
り
５
億

６
’４
３
０
万
円
の
歳
出
減
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
で
は
、
前
年
度
よ
り

　

億
７
’２
３
１
万
７
’０
０
０

１２円
増
の
１
３
４
億
８
’３
１
５
万

７
’０
０
０
円
（
対
前
年
度
比　

・
１０

４
㌫
増
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
も
な
理
由
と
し
て
、
市
民
病

院
事
業
で
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
ほ
か
の
更
新
な
ど
に
よ
り
、　
１２

億
３
’４
０
０
万
円（
対
前
年
度
比

　

・
６
㌫
増
）
が
増
加
し
た
た
め

１３で
す
。
く
わ
し
く
は
、
９
㌻
の
表

も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　ふくちやまの近未来を創造する子ども達と、未知なる可能性を秘めた若者が、
健全に成長する基盤づくりを進めます。

１．『 Ｎ  Ｅ  Ｘ  Ｔ ふくちやま　次世代創造戦略』
ネ ク ス ト

　「福知山市中心市街地活性化基本計画」の国の認定を受け、福知山オンリーワ
ンのまちなみと賑わいづくりを進めます。

２．『城下町福知山　魅力と活力創造戦略』 ～中心市街地活性化～

　地域の特性や個性を活かすとともに、農産物の鳥獣被害に歯止めをかけ、緑豊
かな農山村地域を 元気にします。

３．『人・自然共生ふくちやま　自立・元気創造戦略』～周辺部の活性化～

　誰もが住みやすい、住んでみたいまちを目指して、公共交通の利便性を高める
ため高校生の通学・ 高齢者の通院などを支援するとともに交通空白地の解消を図
ります。

４．『便利・快適ふくちやま　公共交通創造戦略』
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用語解説
【市税】市民税や固定資産税・軽自
動車税など、皆さんが市に納めて
いただく税金
【使用料および手数料】市の施設の
使用料や、証明書発行などの手数
料
【諸収入】預金利子など、ほかのい
ずれにも該当しない収入
【分担金および負担金】市が行う事
業で特に利益を受ける場合、市に
納めていただくお金
【財産収入】市が持っている土地 ･
家屋の貸し付けや売却に伴い、市
に入るお金
【寄附金】市に寄附いただくお金
【繰入金】必要に応じて基金から取
り崩すお金
【地方交付税】市の財政状況に応じ
て、国から交付されるお金
【市債】事業を行うために、国など
から借りるお金
【国庫支出金 ･府支出金】補助金な
ど特定の目的の財源として、国や
府から交付されるお金
【各種交付金】国や府の税金などか
ら、一定の率で交付されるお金
【地方譲与税】国の税金として徴収
後、配分されるお金

　歳入は、市が自主的に集めることができる市税や財産収入などの「自主財源」
と、国や府の決定に基づき交付される地方交付税 ･国府支出金や市の借入金で
ある市債などの「依存財源」に分けられます。自主財源が多いほど、市独自の
施策が可能になります。

一般会計予算（歳入） （　ポイ 
ント）は対前年比 

財産収入 
3億6,187万20,00円 
0.9㌫（－8.9ポイ 

ント） 

市税 
108億9,774万7,000円 
27.5㌫（－1.9ポイ 

ント） 

地方交付税 
110億4,600万円 
27.9㌫（＋6.2ポイ 

ント） 

使用料および手数料 
10億6,663万7,000円 
2.7㌫（－2.5ポイ 

ント） 

分担金および負担金 
6億8,447万8,000円 
1.7㌫（－0.4ポイ 

ント） 

寄附金 
3億5,400万1,000円 
0.9㌫（＋378.4ポイ 

ント） 

諸収入 
7億559万3,000円 
1.8㌫（－22.0ポイ 

ント） 

繰入金 
2億2,979万円 
0.6㌫（－47.0ポイ 

ント） 

各種交付金 13億7,200万円 3.5㌫（＋3.0ポイ 
ント） 

地方譲与税 4億3,600万円 1.1㌫（－2.9ポイ 
ント） 

府支出金 
25億1,227万8,000円 
6.3㌫（＋4.2ポイ 

ント） 

市債 
50億8,720万円 
12.9㌫（－22.0ポイ 

ント） 

国庫支出金 
48億4,640万4,000円 
12.2㌫（＋12.1ポイ 

ント） 

自主財源 
143億11万8,000円 
36.1㌫（－2.7ポイ ント ） 

依存財源 
252億9,988万2,000円 
63.9㌫（－0.5ポイ ント ） 

一般会計予算（歳入） （　ポイ 
ント）は対前年比 

自 
依 
存 

財 

原 

主 

財 

原 

歳入 
396億円 

民生費

平成２３年度　１５０，５５６円
平成２２年度　１４３，０８８円
　　　　　　（＋７，４６８円）

土木費

平成２３年度　４７，３３２円
平成２２年度　４５，１５１円
　　　 　　（＋２，１８１円）

商工費

平成２３年度　６，２３６円
平成２２年度　９，８３５円
　　　　 （－３，５９９円）

公債費

平成２３年度　６７，１５６円
平成２２年度　６８，８７６円
　　　　　（－１，７２０円）

教育費

平成２３年度　３９，０８５円
平成２２年度　３７，４５７円
　　　　　（＋１，６２８円）

議会費

平成２３年度　４，６７６円
平成２２年度　３，８７６円
　　　　　 （＋８００円）

衛生費

平成２３年度　５６，２９３円
平成２２年度　５５，６６７円
　　　　　　（＋６２６円）

消防費

平成２３年度　３１，８０３円
平成２２年度　２５，４９１円
　　　 　　（＋６，３１２円）

労働費

平成２３年度　２，８００円
平成２２年度　３，３０３円
　　　　　 （－５０３円）

総務費

平成２３年度　５５，１７４円
平成２２年度　７６，２０７円
　　　 　（－２１，０３３円）

農林業費

平成２３年度　２２，０８９円
平成２２年度　１８，４６０円
　　　　　（＋３，６２９円）

その他
予備費

平成２３年度　　６１１円
平成２２年度　１，８６７円
　　　　 （－１，２５６円）

※
平
成　

年　

月　

日
現
在
の
人
口
８
万
１
８
５

２２

１２

３１

０
人
で
、
ま
た
平
成　

年
度
は
、
平
成　

年　

２２

２１

１２

月　

日
現
在
の
人
口
８
万
２
０
１
９
人
で
算
出

３１
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
額
か
ら
見
た

　

市
民
１
人
あ
た
り
の
額

合計 

平成２３年度　４８３，８１1円 
平成２２年度　４８９，２７８円 
　　　　　  （－５，４６7円） 

投票箱  

※民生費…子ども手当、生活保護費用の増加、ふくふく医療制度の拡充などで増となりました。
※総務費…減債基金積立金の増額などで増となりました。
※土木費…駅周辺・駅南・石原などの土地区画整理事業の進ちょくによる繰出金の減などで減となりました。
※消防費…（仮称）総合防災センター整備、消防・救急体制維持強化の人員増などにより、増となりました。
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用語解説
【民生費】福祉の充実に使うお金
【教育費】学校教育 ･生涯学習の
振興などに使うお金
【公債費】市が借り入れた地方債
の元金の返済、利子の支払いに
使うお金
【衛生費】健康の増進、ごみの処
理などに使うお金
【総務費】課税 ･戸籍 ･選挙など、
市の総務管理に使うお金
【土木費】道路や河川 ･公園など
の整備に使うお金
【消防費】消防や防災対策などに
使うお金
【農林業費】農業 ･林業の振興な
どに使うお金
【商工費】商業 ･工業や観光の振
興などに使うお金
【議会費】市議会の運営などに使
うお金
【労働費】働く人の福祉などに使
うお金
【災害復旧費】災害復旧のために
使うお金
【予備費】緊急の支出などに備え
るお金

用語解説
【義務的経費】人件費 ･扶助費など支
出が義務づけられている経費
【扶助費】生活保護や児童・高齢者な
どに対する社会福祉に使うお金
【人件費】市職員の給与や市議会議
員・各種委員への報酬に使うお金
【公債費】市が借り入れた地方債の元
金の返済、利子の支払いに使うお金
【投資的経費】効果が将来にわたって
継続する経費
【普通建設事業費】建物や道路などの
公共施設整備に使うお金
【その他の経費】　　　　　　　　　
【繰出金】一般会計から特別会計 ･企
業会計に支出するお金
【物件費】市の事務に必要な消耗品や
備品の購入などに使うお金
【補助費等】公益上必要な場合、公共
的な団体などに交付するお金
【積立金】大きな事業を行うなど、市
の各種基金に積み立てるお金
【維持費補修費】建物や道路などの公
共施設の補修に使うお金
【貸付金】特定の目的にため、融資な
どで貸し出すお金

衛生費 
46億761万円 
11.6㌫（＋0.9ポイ 

ント） 

民生費 
123億2,296万9,000円 
31.1㌫（＋5.0ポイ 

ント） 

予備費 5,000万円 0.1㌫（±0.0ポイ 
ント） 

農林業費 18億801万8,000円  
                 4.5㌫（＋19.4ポイ 

ント） 

消防費  
26億306万7,000円 
6.6㌫（＋24.5ポイ 

ント） 

議会費 3億8,275万4,000円 1.0㌫（＋20.4ポイ 
ント） 

商工費 5億1,044万2,000円 1.3㌫（－36.7ポイ 
ント） 

教育費 
31億9,906万7,000円 
8.1㌫（＋4.1ポイ 

ント） 

公債費 
54億9,674万7,000円13.9㌫（－2.7ポイ 

ント） 

土木費 
38億7,416万3,000円 
9.8㌫（＋4.6ポイ 

ント） 

総務費 
45億1,597万4,000円 
11.4㌫（－27.7ポイ 

ント） 

労働費 2億2,918万9,000円 0.6㌫（－15.4ポイ 
ント） 

一般会計予算（歳出）目的別支出の概要 （　ポイ 
ント）は対前年比 

歳出 
396億円 教育費・児童福祉費 

83億4,576万円 
21.1㌫（＋5.7ポイ 

ント ） 

教育費・児童福祉費 
83億4,576万円 
21.1㌫（＋5.7ポイ 

ント ） 

一般会計（歳出） 性質別支出の概要 （　ポイ 
ント）は対前年比 

扶助費 
77億378万4,000円 
19.4㌫（＋7.4ポイ 

ント） 

公債費 
54億9,674万7,000円 
13.9㌫（－2.7ポイ 

ント） 

人件費 
70億3,943万5,000円 
17.8㌫（＋0.4ポイ 

ント） 

補助費等  26億481万7,000円 
　　　　　  6.6㌫（＋0.3ポイ 

ント） 

積立金 8億1,126万6,000円 
　　　　2.0㌫（－30.7ポイ 

ント） 

維持補修費 2億6,203万円 
　　　　　　  0.7㌫（＋5.9ポイ 

ント） 

予備費 5,000万円 0.1㌫（±0.0ポイ 
ント） 

貸付金 1億2,700万円 0.3㌫（－1.4ポイ 
ント） 

普通建設事業費 
63億9,802万円 
16.2㌫（－6.1ポイ 

ント） 

物件費  44億6,219万 
　　　　  11.3㌫（＋1.5ポイ 

ント） 

繰出金 
46億4,471万1,000円 
11.7㌫（－5.1ポイ 

ント） 

歳出 
396億円 

義 そ の 
他 
の 
経 
費 
投 資 的 経 費 

務 

的 

経 
費 

義務的経費 
202億3,996万6,000円 
51.1㌫（＋2.1ポイ ント ） 

投資的経費 
63億9,802万円 
16.2㌫（－6.1ポイ ント ） 

その他の経費 
129億6,201万4,000円 
32.7㌫（－3.9ポイ ント ） 

　目的別支出とは、一般会計の支出を「何のために使うのか」で分類したもの
です。各事務 ･事業の目的ごとのおおまかな予算の割合を示しています。

　性質別支出とは、一般会計の支出を「どのように使うのか」で分類した
ものです。一般的には義務的経費の割合が低く、投資的経費の割合が高い
ほど、財政的に安定しているといえます。
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◇
戦
略
１

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援

①
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児
の
い

る
家
庭
を
訪
問
し
、
育
児
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
聞

き
、
ま
た
子
育
て
支
援
に
関
す
る

情
報
提
供
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
利
用
補
助
券
の
交
付

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
子
育
て
支
援
課
】

②
子
ど
も
に
優
し
い
芝
生
園
庭
整

備
モ
デ
ル
事
業　
　
　
　
　

万
円

１４

　

公
立
保
育
所
の
園
庭
の
一
部
を

芝
生
化
し
、
園
児
が
安
全
安
心
に

遊
べ
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。 
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
菟
原
保
育
園
で

実
施
し
ま
す
。【
子
育
て
支
援
課
】

③
◎
民
間
保
育
所
運
営
事
業

２
億
４
’２
０
８
万
円

　

延
長
保
育
に
要
す
る
経
費
を
増

額
し
ま
す
。　
【
子
育
て
支
援
課
】

④
■
ふ
く
ふ
く
医
療
費
支
給
事
業

７
’０
７
６
万
円

　

３
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

通
院
医
療
費
を
助
成
。
各
医
療
機

関
に
つ
き
１
日
5
0
0
円
の
自
己

負
担
で
受
診
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
子
育
て
支
援
課
】

◇
戦
略
２　

児
童
生
徒
の
学
び
と

ふ
れ
あ
い
を
支
援

①
「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還
カ
プ
セ
ル

展
示
事
業　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」

帰
還
カ
プ
セ
ル
お
よ
び
関
連
物
品

を
５
月
７
日（
土
）〜　

日（
火
）三

10

段
池
公
園
総
合
体
育
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
に
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】

②
ま
な
び
の
つ
な
が
り
強
化
推
進

事
業　
　
　
　
　
　

２
９
８
万
円

　

子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す

た
め
に
、
異
校
種
間
等
の
連
携
の

強
化
や
教
師
の
授
業
力
向
上
等
を

図
り
、
連
続
性
の
あ
る
学
校
教
育

（
ま
な
び
）を
実
践
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

就
学
前
幼
児
の
小
学
校
体
験
入
学

会
の
実
施
や
小
学
校
〜
中
学
校
〜

高
等
学
校
間
の
交
流
、
小
・
中
学

校
教
員
の
合
同
授
業
研
究
な
ど
実

施
し
ま
す
。　
　
【
学
校
教
育
課
】

③
未
来
か
ら
の
提
言
‐
ふ
く
ち
や

ま
中
学
生
議
会
事
業　
　
　

万
円

１０

　

未
来
の
福
知
山
市
を
担
う
中
学

生
を
対
象
と
し
た
模
擬
議
会
を
開

催
し
、
出
さ
れ
た
提
案
や
要
望
な

ど
を
今
後
の
市
政
に
生
か
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
公
室
】

④
◎
市
民
と
市
長
の
懇
談
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

市
長
が
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民

か
ら
直
接
意
見
等
を
聴
き
、
今
後

の
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
市
民
参
画
の
開
か
れ
た
市
政

の
推
進
に
努
め
ま
す
。
今
年
度
は
、

新
た
に
高
校
生
を
対
象
と
し
た

「
次
世
代
と
語
る 
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 
福
知

ネ　

ク　

ス　

ト

山
」を
開
催
し
ま
す
。【
市
長
公
室
】

◇
戦
略
３

若
者
の
仕
事
と
生
活
を
応
援

①
元
気
出
す
地
域
活
力
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
０
万
円

　

地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し

て
い
る
団
体
が
行
う
地
域
の
連
携

強
化
や
活
性
化
に
向
け
た
事
業
を

支
援
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
「
若

者
創
造
枠
」
を
設
け
、
若
者
の
イ

ベ
ン
ト
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
支

援
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

②
試
行
雇
用
お
う
え
ん
助
成
金
交

付
事
業　
　
　
　
　

２
９
２
万
円

　

就
職
が
困
難
な
求
職
者
を
試
行

的
に
短
期
間
雇
用
（
原
則
３
カ
月

間
）
す
る
企
業
に
助
成
す
る
こ
と

で
、
就
職
困
難
者
へ
の
雇
用
機
会

の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
商
工
振
興
課
】

③
起
業
お
う
え
ん
助
成
金
交
付
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

６５

　

新
規
開
業
を
目
指
す
起
業
者
の

開
業
資
金
に
係
る
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
半
年
間
の
金
利
相
当
分

を
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
商
工
振
興
課
】

　

平
成　

年
度
で
実
施
す
る
お
も
な
事
業
や
、
新
規
に
取
り
組
む
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

2３

　
　
　

は
新
規
事
業
、
◎
は
拡
充
事
業
、
■
は
継
続
事
業
で
す
。

平
成　

年
度

２３

未
来
に
つ
な
ぐ『
創
造
戦
略
2
0
1
1
』

１
、『 
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 
ふ
く
ち
や
ま　

次
世
代
創
造
戦
略
』

ネ　

ク　

ス　

ト

議会イメージ
（ふくちやま中学生議会事業）

昨年高校生が出店したときの様子
（元気出す地域活力支援事業）

子どもの健全な成長を支援
（「ＮＥＸＴふくちやま　次世代創造戦略」）
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◇
戦
略
１

城
下
町
の
風
情
と
賑
わ
い
を
再
生

①
平
成
の
城
下
町
福
知
山
賑
わ
い

づ
く
り
事
業　
　
　

１
０
３
万
円

　

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

の
情
報
発
信
や
手
づ
く
り 
甲
冑
隊 

か
っ
ち
ゅ
う
た
い

の
創
設
な
ど
を
通
し
て
、「
城
下
町

福
知
山
」
に
新
た
な
魅
力
を
加
え

る
こ
と
で
、
観
光
客
を
誘
致
し
賑

わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
観
光
振
興
課
】

②
福
知
山「
藍
の
れ
ん
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業　
　
　
　
　
　
　

万
円

７５

　

自
治
会
や
商
店
街
な
ど
の
ま
ち

づ
く
り
や
賑
わ
い
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
に
、
藍
の
れ
ん
を
活
用

し
た
景
観
形
成
を
助
成
し
、
ま
ち

の
個
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

③
ま
ち
な
み
環
境
整
備
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

福
知
山
城
か
ら
京
街
道
、新
町
・

広
小
路
界
隈
な
ど
の
江
戸
時
代
の

「
ま
ち
割
り
」か
ら
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
ま
ち
な

み
や
建
造
物
を
活
用
し
、景
観
に

配
慮
し
た「
ま
ち
な
か
観
光
散
策

ル
ー
ト
」の
整
備
に
向
け
て
計
画

作
り
を
行
い
ま
す
。【
商
工
振
興
課
】

④
ま
ち
な
み
・
町
家
活
用
支
援
推

進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

３９

　

地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
建
物
の

誘
導
、
家
並
み
の
統
一
を
図
り
、

城
下
町
の
雰
囲
気
が
漂
う
ま
ち
な

み
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】

◇
戦
略
２　

中
心
市
街
地
活
性
化

へ
の
取
り
組
み
を
具
現
化

①
中
心
市
街
地
活
性
化
ま
ち
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
援
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

８０

　

福
知
山
城
周
辺
の
活
性
化
や
ま

ち
な
か
居
住
の
推
進
な
ど
、
中
心

市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
具
体
策

や
組
織
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

【
商
工
振
興
課
】

②
ま
ち
な
か
居
住
応
援
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

中
心
市
街
地
に
、
一
戸
建
て
の

居
住
用
個
人
住
宅
を
新
築
ま
た
は

購
入
さ
れ
た
場
合
に
定
額　

万
円

１０

を
助
成
し
ま
す
。【
商
工
振
興
課
】

◇
戦
略
３　

福
知
山
駅
周
地
区
の

活
気
と
ひ
と
の
交
流
を
創
出

①
「（
仮
称
）
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
福

知
山
」
基
本
設
計
・
実
施
設
計
策

定
事
業　
　
　
 
７
’７
１
０
万
円

　

ま
ち
の
顔
で
あ
る
福
知
山
駅
北

に
、
市
民
検
討
会
議
の
検
討
結
果

を
基
本
と
す
る
「
学
ぶ
・
集
う
・

支
え
る
」
機
能
を
備
え
た
滞
在
型

の
施
設
「（
仮
称
）
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
福
知
山
」
の
建
設
に
向
け
た
基 

本
設
計
・
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
公
室
】

②
◎
福
知
山
駅
周
辺
賑
わ
い
拠
点

創
出
事
業 
４
億
４
’９
８
７
万
円

　

福
知
山
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
の
大
規
模
保
留
地
お
よ
び
市

土
地
開
発
公
社
用
地
を
取
得
し
、

定
期
借
地
で
の
商
業
・
業
務
施
設

を
公
募
し
、
土
地
利
用
の
促
進
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。　
【
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課
】

２
、『
城
下
町
福
知
山　

魅
力
と
活
力
創
造
戦
略
』

〜
中
心
市
街
地
活
性
化
〜 　

イメージ（中心市街地活性化まちづくりプロジェク応援事業） 京街道跡（まちなみ環境整備事業）

３
、『
人
・
自
然
共
生
ふ
く
ち
や
ま　

自
立
・
元
気

　
　

創
造
戦
略
』　　
　
　

〜
周
辺
部
の
活
性
化
〜 　

戦
略
１　

特
性
・
個
性
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
支
援

①
特
産
品
活
用
に
よ
る
三
和
地
域

活
性
化
事
業　
　
　

１
１
０
万
円

　

三
和
町
千
束
地
内
に
、
地
域
特

産
物
の
直
販
を
始
め
る
た
め
の
備

品
を
整
備
し
ま
す
。【
三
和
支
所
】 

②
玄
武
岩
公
園
活
性
化
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
３
万
円

　

公
園
内
に
あ
る
池
に
人
工
滝
を

設
置
し
た
り
、
樹
木
の
剪
定
な
ど

景
観
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
夜
久
野
支
所
】

 甲冑隊 イメージ
かつちゅうたい

（平成の城下町福知山賑わいづくり事業）

直販予定地（特産品活用による
三和地域活性化事業）　　　　

玄
武
岩
公
園
の
様
子

（
玄
武
岩
公
園
活
性
化
事
業
）
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③
大
雲
水
辺
の
里
づ
く
り
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

４０

　

由
良
川
を
通
し
て
地
域
間
交
流

を
推
進
す
る
た
め
、
舟
の
運
航
実

証
実
験
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
大
江
支
所
】

④
き
め
細
か
な
安
心
安
全
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

　

各
支
所
エ
リ
ア
内
で
の
住
民
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊

急
時
の
対
応
に
支
所
長
裁
量
で
迅

速
に
対
応
し
ま
す
。　
【
各
支
所
】

⑤
◎
ふ
く
ち
の
農
山
村
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
８
万
円

　

農
山
村
地
域
の
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
農
林
業

の
衰
退
、
集
落
機
能
の
低
下
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
対
象
集
落
を

拡
大
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
支
援
を
行
い
、
集
落
の
維
持
、

再
生
、
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
性
や
個
性
を
活
か
す

取
り
組
み
に
よ
り
、
農
山
村
地
域

を
元
気
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
農
林
管
理
課
】

⑥
地
場
産
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
支

援
事
業　
　
　
　
　

７
２
０
万
円

　

農
業
生
産
法
人
「
有
限
会
社
や

く
の
農
業
振
興
団
」
が
計
画
す
る

そ
ば
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
に

至
る
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
に

対
し
て
支
援
し
、
本
市
の
新
た
な

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し

ま
す
。　
　
　
　
【
農
業
振
興
課
】

 

◇
戦
略
２　

里
地
・
里
山
の
環
境

整
備
と
保
全
活
動
の
支
援

①
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
 　

４
’７
９
１
万
円

（
一
部
新
規
事
業
）
鳥
獣
被
害
の

減
少
を
図
る
た
め
に
、
既
存
の
事

業
の
ほ
か
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

委
託
事
業
（
新
規
）
や
有
害
鳥
獣

広
域
捕
獲
事
業
（
新
規
）
を
実
施

し
ま
す
。

１　

新
た
に
８
人
の
実
施
隊
を
編

成
し
、
計
画
的
な
捕
獲
活
動
（
週

４
日
）を
実
施
し
ま
す
。（
府
内
初
）

２　

府
県
境
に
生
息
す
る
シ
カ
な

ど
を
効
果
的
に
捕
獲
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
【
林
業
振
興
課
】

②
■
有
害
鳥
獣
防
除
事
業

　
　
　
　
　
　
 
１
’２
６
５
万
円

　

電
気
柵
や
金
網
柵
の
設
置
を
行

う
農
林
業
団
体
に
対
し
て
資
材
費

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
山
林
に

実
の
な
る
広
葉
樹
の
植
栽
や
里
山

な
ど
の
森
林
整
備
を
進
め
、
野
生

生
物
と
の
共
生
の
森
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。　
　
　
【
林
業
振
興
課
】 

③
森
林
整
備
加
速
化
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
６
万
円

　

市
域
の
森
林
組
合
が
実
施
す
る

森
林
整
備
事
業
を
支
援
し
、
間
伐

な
ど
森
林
整
備
の
加
速
化
と
森
林

資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
林
業
振
興
課
】

４
、
生
活
の
安
定
と
産
業
の
振
興
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　
　

ま
ち
の
創
造　
　
　
　
　

〜
雇
用
景
気
対
策
〜

舟の運航イメージ
（大雲水辺の里づくり事業）

平成２２年度はクマが大量に出没しました
（有害鳥獣捕獲事業）

◇
戦
略
１

公
共
交
通
の
利
便
性
を
大
幅
向
上

①
◎
高
校
生
定
期
乗
車
券
補
助
事

業　
　
　
　
　
 
１
’２
１
７
万
円

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
し
て

遠
距
離
通
学
す
る
高
校
生
の
保
護

者
に
対
し
、
定
期
乗
車
券
購
入
の

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
安

心
安
全
な
通
学
手
段
の
確
保
と
公

共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
生
活
交
通
課
】

②
路
線
バ
ス
の
医
療
機
関
ア
ク
セ

ス
強
化
事
業　
　
　

８
０
０
万
円

福
知
山
市
民
病
院
に
民
間
バ
ス
事

業
者
の
路
線
バ
ス
も
乗
り
入
れ
が

で
き
る
よ
う
に
、
病
院
玄
関
前
の

ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
を
改
修
し
バ
ス

停
を
設
置
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
生
活
交
通
課
】

◇
戦
略
２

交
通
空
白
地
域
の
解
消

①
交
通
空
白
地
域
移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

三
和
・
夜
久
野
・
大
江
地
域
等

の
鉄
道
や
バ
ス
路
線
か
ら
離
れ
た

交
通
空
白
地
域
で
、
有
償
運
送
を

行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。　
　
　
　
【
生
活
交
通
課
】

そば畑の様子
（地場産農産物ブランド化支援事業）

病院敷地内にバス停を設置します
（路線バスの医療機関アクセス強化事業）
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４
つ
の
戦
略
で
紹
介
し
た
ほ
か
に

も
各
種
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
お

も
な
も
の
と
し
て

■
（
仮
称
）
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業　
　
　

億
１
５
０
万
円

１４

　
「
消
防
本
部
・
消
防
署
機
能
」、

「
市
民
防
災
研
修
機
能
」、「
災
害

対
策
機
能
」
を
備
え
た
防
災
拠
点

施
設
を
整
備
し
ま
す
。
平
成　

年
24

度
に
運
用
開
始
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
消
防
本
部
】

■
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事

業　
　
　
 
８
億
６
’２
２
０
万
円

　

成
長
期
に
あ
る
中
学
生
に
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
安
心
・
安
全

な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、「
新
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま

す
。　
　
【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

■
企
業
誘
致
促
進
特
別
対
策
事
業

６
’０
８
７
万
円

　

長
田
野
工
業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス

京
都
三
和
の
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
長
田
野
工
業

団
地
立
地
企
業
な
ど
の
既
存
企
業

の
増
設
な
ど
を
支
援
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
、
若

者
の
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
産
業
立
地
課
】

健
康
増
進
計
画
推
進
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

生
活
習
慣
病
改
善
の
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
自
分
に
あ
っ
た

取
り
組
み
を
選
択
で
き
る
健
康
プ

ラ
ン
の
提
案
を
し
ま
す
。　

年
度

23

は
、
今
よ
り
も
あ
と
１
０
０
０
歩

歩
く
き
っ
か
け
を
作
る
イ
ベ
ン
ト

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
選
定

し
ま
す
。　
　
　
【
健
康
推
進
室
】

三
段
池
公
園
施
設
整
備
事
業　
　

　
　
　
　
　
　
 
３
’２
０
０
万
円

　

三
段
池
公
園
内
の
運
動
施
設
に 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ゴ
ー
ル
３
対

と
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
３
対
を
整
備

し
、
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
園
の
医
療
施
設
の

充
実
を
図
り
動
物
の
健
康
管
理
に

努
め
ま
す
。　
　
【
都
市
計
画
課
】

■
第
４
次
総
合
計
画
後
期
計
画
策

定
事
業　
　
　
　
　

８
１
０
万
円

　

平
成　

年
に
策
定
し
た
前
期
計

18

画
を
基
本
に
、
現
下
の
社
会
経
済

情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ

た
、
後
期
計
画
（
平
成　

年
〜　

24

27

年
度
）
を
策
定
し
、
市
民
協
働
で 

力
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
【
市
長
公
室
】

長田野工業団地アネックス撮影写真
（企業誘致促進特別対策事業）

食育スペースを設置予定
（新学校給食センター建設事業）

イメージ図
（（仮称）総合防災センター建設事業）

対前年比
(㌫)予算額会　　　計

－１.３３９６億円一般会計

－５.５２５３億９,０４７万８０００円特別会計

０.５７７億９,６００万円国民健康保険事業

２.３５,４５０万円国民健康保険診療所費

１０.６１,７７０万円と畜場費

５.８１２億６,５７０万円簡易水道事業

－１２.７３４億７,１００万円下水道事業

－２６.３６,３００万円宅地造成事業

－２.７２,２００万円休日急患診療所費

－９６.０２,０２０万円公設地方卸売市場事業

－６３.４４,６３０万円駅南土地区画整理事業

－１.８８億９,７５０万円農業集落排水施設事業

－９.５２０億３,５６０万円石原土地区画整理事業

－３１.４１２億３,４７０万円駅周辺土地区画整理事業

３.０６６億５,１００万円保険事業勘定介護保
険事業 ５.９２,７００万円介護サービス事業勘定

９０.７７,５９０万円河守土地区画整理事業

－１７.２１７万８,０００円下夜久野地区財産区管理会

４.８１７億１,２２０万円後期高齢者医療事業

皆減－老人保健医療事業

１０.４１３４億８,３１５万７,０００円企業会計

－７.０９億２,０２０万円ガス事業

３.４２２億３,９３０万円水道事業

１３.６１０２億９,１１０万円市民病院事業病院
事業 皆増３,２５５万７,０００円国保新大江病院事業

－０.９７８４億７,３６３万５,０００円合　　計

各会計集計表

このほかの事業の詳細は、
福知山市ホームページの
トップページ＞福知山市政＞
財政＞予算＞平成２３年度　施
政方針・当初予算＞平成２３年
度　施政方針・当初予算
からご覧いただけます。
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４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を

行
い
、
２
８
９
人
（
職
員
総
数  

１
、
２
８
２ 
人
）
の
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

組
織
数
は
市
長
事
務
部
局
で
８

部
６
室　

課
３
支
所
１
０
０
係
で

２７

す
。

 
課
長
級
以
上
の
体
制　
　
　
　
    

市
長
部
局

●
市
長　
　
　
　
　
 
松  
山 　
 
正  
治 

ま
つ 
や
ま 

ま
さ 

じ

●
副
市
長　
　
　
　
 
蘆  
田 　
　
 
昭 

あ
し 

だ 

あ
き
ら

●
副
市
長　
　
　
　
 
小  
西 　
 
健  
司 

こ 

に
し 

け
ん 

じ

市
長
公
室

▼
室
長　
　
　
　
　
 
嵳  
峩 　
 
賢  
次 

さ 

が 

け
ん 

じ

▼
同
次
長（
政
策
推
進
係
・
企
画
調

整
係
担
当
）（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
中 　
 
明  
彦 

や
ま 
な
か 

あ
き 
ひ
こ

▼
同
次
長（
秘
書
係
・
広
報
係
・
市

民
相
談
係
担
当
）（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
渡  
辺 　
 
尚  
生 

わ
た 
な
べ 

な
お 

き

企
画
政
策
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
駿  
河 　
 
禎  
克 

す
る 

が 

よ
し 
か
つ

▼
情
報
推
進
課
長　
 
井  
上 　
 
伸  
吾 

い
の 
う
え 

し
ん 

ご

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
岡  
部 　
 
成  
幸 

お
か 

べ 

し
げ 
ゆ
き

▼
同
参
事
兼
夜
久
野
町
史
編
纂
室

長　
　
　
　
　
　
　
 　
  
山 　
 
正  
人 

さ
き 
や
ま 

ま
さ 

と

▼
観
光
振
興
課
長　
 
岡  
垣 　
　
 
要 

お
か 
が
き 

か
な
め

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
岡  
野 　
 
天  
明 

お
か 

の 

た
か 
あ
き

総
務
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
藤  
田 　
 
清  
治 

ふ
じ 

た 

せ
い 

じ

▼
総
務
課
長　
　
　
 
高  
橋 　
 
和  
章 

た
か 
は
し 

か
ず 
あ
き

▼
職
員
課
長

 
池  
田 　
　
 
聡 

い
け 

だ 

さ
と
る

▼
同
参
事（
派
遣
）京
都
府
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
管
理
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
 
桐  
村 　
 
正  
典 

き
り 
む
ら 

ま
さ 
の
り

▼
三
和
支
所
長（
次
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
　
 
誠 

あ
し 

だ 

ま
こ
と

▼
同
副
支
所
長　
　
 
堀  
内 　
　
 
敏 

ほ
り 
う
ち 

さ
と
し

▼
夜
久
野
支
所
長（
次
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
憲  
明 

あ
し 

だ 

の
り 
あ
き

▼
同
副
支
所
長　
　
 
山  
本 　
 
正  
明 

や
ま 
も
と 

ま
さ 
あ
き

▼
大
江
支
所
長（
次
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
佐  
藤 　
 
秀  
樹 

さ 

と
う 

ひ
で 

き

▼
同
副
支
所
長　
　
 
芦  
田 　
 
雅  
子 

あ
し 

だ 

ま
さ 

こ

財
務
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
長  
坂 　
　
 
勉 

な
が 
さ
か 

つ
と
む

▼
次
長
兼
管
財
契
約
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
辻  
本 　
　
 
勝 

つ
じ 
も
と 

ま
さ
る

▼
同
参
事　
　
　
　
 
小  
林 　
 
重  
幸 

こ 
ば
や
し 

し
げ 
ゆ
き

▼
財
政
課
長　
　
　
 
大  
橋 　
 
和  
也 

お
お 
は
し 

か
ず 

や

▼
同
参
事　
　
　
　
 
正  
木 　
 
好  
美 

ま
さ 

き 

よ
し 

み

▼
次
長
兼
税
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
荒  
木 　
 
一  
昌 

あ
ら 

き 

か
ず 
ま
さ

▼
同
参
事（
派
遣
）京
都
地
方
税
機

構
広
域
連
合
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
 
松  
本 　
 
義  
男 

ま
つ 
も
と 

よ
し 

お

▼
同
参
事　
　
　
　
 
真  
下 　
 
妙  
子 

ま 

し
も 

た
え 

こ

福
祉
保
健
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
敏  
彦 

お
お 
つ
き 

と
し 
ひ
こ

▼
健
康
推
進
室
長（
兼
）休
日
急
患

診
療
所
事
務
長　
　
 
竹  
下 　
 
義  
崇 

た
け 
し
た 

よ
し 
た
か

▼
同
次
長（
課
長
級
）（
兼
）休
日
急

患
診
療
所
事
務
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
松  
山 　
 
晃  
章 

ま
つ 
や
ま 

て
る 
あ
き

▼
同
参
事（
兼
）休
日
急
患
診
療
所

事
務
次
長　
　
　
　
 
土  
家 　
 
邦  
子 

つ
ち 

や 

く
に 

こ

▼
次
長
兼
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
西 　
 
靖  
彦 

お
お 
に
し 

や
す 
ひ
こ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
大  
西 　
 
誠  
樹 

お
お 
に
し 

せ
い 

き

▼
下
六
人
部
保
育
園
長（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
樋  
口 　
 
正  
信 

ひ 

ぐ
ち 

ま
さ 
の
ぶ

▼
く
り
の
み
園
長（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
前  
田 　
 
和  
子 

ま
え 

だ 

か
ず 

こ

▼
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
夜  
久 　
 
豊  
基 

や 

く 

と
よ 

き

▼
高
齢
者
福
祉
課
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
根 　
 
祥  
和 

や
ま 

ね 

よ
し 
か
ず

市
民
人
権
環
境
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
廣  
田 　
 
房  
代 

ひ
ろ 

た 

ふ
さ 

よ

▼
環
境
政
策
室
長　
 
山  
本 　
 
尚  
紀 

や
ま 
も
と 

な
お 

き

▼
同
次
長（
課
長
級
） 荻  
野 　
 
成  
生 

お
ぎ 

の 

せ
い 

き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
齊  
藤 　
 
正  
直 

さ
い 
と
う 

ま
さ 
な
お

▼
人
権
推
進
室
長　
 
栗  
林      
幸  
重 

く
り 
ば
や
し 

こ
う 
じ
ゅ
う

▼
同
次
長　
　
　
　
 
真  
下 　
 
新  
也 

ま 

し
も 

し
ん 

や

▼
生
活
交
通
課
長　
 
片  
山 　
 
正  
紀 

か
た 
や
ま 

ま
さ 

き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
小  
林 　
 
伴  
子 

こ 
ば
や
し 

と
も 

こ

▼
斎
場
長（
課
長
級
） 藤  
田 　
 
晃  
和 

ふ
じ 

た 

あ
き 
よ
し

▼
市
民
課
長　
　
　
 
佐  
 々 
木  
和  
美 

さ 

さ 

き 

か
ず 

み

▼
保
険
課
長　
　
　
 
大  
江 
み
ど
り

お
お 

え

農
林
商
工
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
衣  
川 　
 
政  
明 

き
ぬ 
が
わ 

ま
さ 
あ
き

▼
農
林
管
理
課
長　
 
古  
川 　
 
春  
馬 

ふ
る 
か
わ 

は
る 

ま

▼
同
参
事　
　
　
　
 
中  
塚 　
 
秀  
彰 

な
か 
つ
か 

ひ
で 
あ
き

▼
農
業
振
興
課
長（
兼
）家
畜
市
場

々
長　
　
　
　
　
　
 
中  
島 　
 
松  
治 

な
か 
し
ま 

し
ょ
う 
じ

▼
同
参
事（
兼
）公
設
地
方
卸
売
市

場
々
長　
　
　
　
　
 
井  
田 　
 
一  
己 

い 

だ 

か
ず 

み

▼
次
長
兼
林
業
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
田  
中 　
 
久  
志 

た 

な
か 

ひ
さ 

し

▼
次
長
兼
商
工
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
田  
中 

た 

な
か　
　
 
悟 

さ
と
る

▼
同
参
事　
　
　
　
 
中  
見 　
 
幸  
喜 

な
か 

み 

こ
う 

き

▼
次
長
兼
産
業
立
地
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
植  
村 　
 
俊  
明 

う
え 
む
ら 

と
し 
あ
き

土
木
建
設
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
吉  
田 　
 
厚  
彦 

よ
し 

だ 

あ
つ 
ひ
こ

▼
用
地
販
売
促
進
室
長（
次
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
清  
和 

あ
し 

だ 

き
よ 
か
ず

▼
土
木
課
長　
　
　
 
蘆  
田 　
 
徹  
二 

あ
し 

だ 

て
つ 

じ

▼
次
長
兼
建
築
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
細  
田 　
　
 
勉 

ほ
そ 

だ 

つ
と
む

▼
同
参
事　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
宏  
志 

お
お 
つ
き 

ひ
ろ 

し

▼
次
長
兼
都
市
計
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
坪  
内 　
 
茂  
樹 

つ
ぼ 
う
ち 

し
げ 

き

▼
同
参
事　
　
　
　
 
武  
内 　
 
保  
裕 

た
け 
う
ち 

や
す 
ひ
ろ

▼
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
垣  
谷 　
 
秀  
尚 

か
き 
た
に 

ひ
で 
ひ
さ

▼
都
市
整
備
課
長　
 
横  
山 　
　
 
晋 

よ
こ 
や
ま 

す
す
む

下
水
道
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
高  
橋 　
 
正  
英 

た
か 
は
し 

ま
さ 
ひ
で

▼
下
水
道
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
土  
家 　
 
孝  
弘 

つ
ち 

や 

た
か 
ひ
ろ

▼
下
水
道
維
持
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
訓 
宏
   

お
お 
つ
き 

く
に 
ひ
ろ

会
計
室

▼
会
計
管
理
者
・
会
計
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
吉  
田 　
 
浩  
重 

よ
し 

だ 

ひ
ろ 
し
げ

▼
次
長（
課
長
級
）　 
塩  
見 　
 
正  
仁 

し
お 

み 

ま
さ 
ひ
と

人
事
異
動
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市
議
会
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
衣  
川 　
　
 
真 

き
ぬ 
が
わ 

ま
こ
と

▼
次
長（
課
長
級
）　 
芦  
田 　
　
 
收 

あ
し 

だ 

お
さ
む

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼
局
長（
次
長
級
）　 
鎌  
田 　
 
孝  
司 

か
ま 

だ 

た
か 

し

監
査
委
員
事
務
局

▼
局
長　
　
　
　
　
 
奥  
平 　
 
秀  
樹 

お
く 
だ
い
ら 

ひ
で 

き

教
育
委
員
会
事
務
局

●
教
育
長　
　
　
　
 
荒  
木 　
 　
  
尚 

あ
ら 

き 

の
り 
ひ
さ

▼
教
育
部
長　
　
　
 
古  
口 　
 
博  
之 

こ 

ぐ
ち 

ひ
ろ 
ゆ
き

▼
理
事　
　
　
　
　
 
新  
井 　
 
敏  
之 

あ
ら 

い 

と
し 
ゆ
き

▼
次
長
兼
教
育
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
口 　
 
恒  
久 

や
ま 
ぐ
ち 

つ
ね 
ひ
さ

▼
同
参
事　
　
　
　
 
村  
上 　
 
芳  
道 

む
ら 
か
み 

よ
し 
み
ち

▼
次
長
兼
学
校
教
育
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
柿  
日  
出  
樹 

お
お 
が
き 

ひ 

で 

き

▼
指
導
主
事（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
岸  
本 　
 
裕  
治 

き
し 
も
と 

ゆ
う 

じ

▼
昭
和
幼
稚
園
長（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
西  
真  
知  
子 

お
お 
に
し 

ま 

ち 

こ

▼
成
仁
幼
稚
園
長（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
井  
上 
ひ
と
み

い
の 
う
え

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
次

長
級
）　
　
　
　
　
 
和  
田 　
 
慎  
一 

わ 

だ 

し
ん 
い
ち

▼
生
涯
学
習
課
長　
 
和  
田 　
 
大  
顕 

わ 

だ 

だ
い 
け
ん

中
央
公
民
館

▼
館
長（
次
長
級
）　 
平  
野 　
 
伸  
次 

ひ
ら 

の 

し
ん 

じ

図
書
館

▼
中
央
館
長（
兼
）三
和
分
館
長

（
兼
）夜
久
野
分
館
長（
兼
）大
江
分

館
長　
　
　
　
　
　

木き
   
 
ノ  
下  
典  
子 

の 

し
た 
ふ
み 

こ

公
平
委
員
会
事
務
局

▼（
併
任
）局
長　
　
 
高  
橋 　
 
和  
章 

た
か 
は
し 

か
ず 
あ
き

農
業
委
員
会
事
務
局

▼
局
長（
次
長
級
）　 
高  
橋 　
 
泰  
之 

た
か 
は
し 

や
す 
ゆ
き

消
防
本
部

▼
消
防
長　
　
　
　
 
横  
山 　
 
泰  
昭 

よ
こ 
や
ま 

や
す 
あ
き

▼
次
長　
　
　
　
　
 
大  
槻 　
 
真  
純 

お
お 
つ
き 

ま 

す
み

▼
同
参
事　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
修  
司 

あ
し 

だ 

し
ゅ
う 
じ

▼
消
防
署
長（
次
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
 
古  
旗 　
　
 
悟 

こ 

ば
た 

さ
と
る

▼
警
防
課
長　
　
　
 
大  
槻 　
 
久  
人 

お
お 
つ
き 

ひ
さ 

と

▼
同
参
事　
　
　
　
 
山  
田 　
 
敏  
弘 

や
ま 

だ 

と
し 
ひ
ろ

▼
予
防
課
長　
　
　
 
塩  
見 　
 
雅  
邦 

し
お 

み 

ま
さ 
く
に

▼
同
参
事　
　
　
　
 
津  
田  
喜  
代  
志 

つ 

だ 

き 

よ 

し

▼
通
信
指
令
室
長　
 
阪  
根 　
 
雅  
弘 

さ
か 

ね 

ま
さ 
ひ
ろ

▼
東
分
署
長　
　
　
 
竹  
下 　
 
孝  
志 

た
け 
し
た 

た
か 

し

▼
北
分
署
長　
　
　
 
塩  
見 　
 
義  
博 

し
お 

み 

よ
し 
ひ
ろ

ガ
ス
水
道
部

●
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
 
岩  
城 　
 
一  
洋 

い
わ 

き 

か
ず 
ひ
ろ

▼
部
長　
　
　
　
　
 
四  
方 　
 
吉  
則 

し 

か
た 

よ
し 
の
り

▼
総
務
課
長　
　
　
 
中  
川 　
 
義  
一 

な
か 
が
わ 

よ
し 
か
ず

▼
同
参
事　
　
　
　
 
植  
村 　
 
孝  
子 

う
え 
む
ら 

た
か 

こ

▼
営
業
課
長　
　
　
 
井  
上 　
　
 
傑 

い
の 
う
え 

す
ぐ
る

▼
ガ
ス
課
長　
　
　
 
高  
橋 　
 
宏  
三 

た
か 
は
し 

こ
う 
ぞ
う

▼
次
長
兼
水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
大  
西 　
 
進  
吾 

お
お 
に
し 

し
ん 

ご

福
知
山
市
民
病
院

●
病
院
事
業
管
理
者
・
病
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
香  
川 　
 
惠  
造 

か 

が
わ 

け
い 
ぞ
う

▼
副
院
長　
　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

医
療
安
全
管
理
室

▼（
兼
）室
長　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

診
療
情
報
管
理
室

▼（
兼
）室
長　
　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

運
動
器
疾
患
セ
ン
タ
ー

▼
運
動
器
疾
患
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
中  
村  
紳  
一  
郎 

な
か 
む
ら 
し
ん 
い
ち 
ろ
う

事
務
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
森  
下 　
 
恒  
年 

も
り 
し
た 

つ
ね 
と
し

▼
次
長
兼
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山  
口 　
　
 
誠 

や
ま 
ぐ
ち 

ま
こ
と

▼
同
参
事　
　
　
　
 
岡  
部 　
 
繁  
己 

お
か 

べ 

し
げ 

み

▼
次
長
兼
医
事
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
芦  
田 　
 
正  
人 

あ
し 

だ 

ま
さ 

と

診
療
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
太  
田 　
　
 
努 

お
お 

た 

つ
と
む

▼
副
診
療
部
長　
　
 
山  
下 　
 
貞  
雄 

や
ま 
し
た 

さ
だ 

お

▼
副
診
療
部
長　
　
 
小  
牧 　
 
稔  
之 

こ 

ま
き 

と
し 
ゆ
き

▼
副
診
療
部
長　
　
 
西  
尾 　
　
 
学 

に
し 

お 

ま
な
ぶ

▼
副
診
療
部
長　
　
 
川  
上 　
 
定  
男 

か
わ 
か
み 

さ
だ 

お

▼
副
診
療
部
長　
　
 
平  
山 　
 
宏  
史 

ひ
ら 
や
ま 

ひ
ろ 

し

▼
副
診
療
部
長　
　
 
石  
井 　
　
 
洋 

い
し 

い 

ひ
ろ
し

▼
内
科
医
長　
　
　
 
阪  
本 　
　
 
貴 

さ
か 
も
と 

た
か
し

▼
内
科
医
長　
　
　
 
藏  
本 　
 
伸  
生 

く
ら 
も
と 

の
ぶ 

お

▼
内
科
医
長　
　
　
 
金  
森 　
 
弘  
志 

か
な 
も
り 

ひ
ろ 

し

▼
内
科
医
長　
　
　
 
平  
川 　
 
浩  
一 

ひ
ら 
か
わ 

こ
う 
い
ち

▼
内
科
医
長　
　
　
 
川  
島 　
 
篤  
志 

か
わ 
し
ま 

あ
つ 

し

▼
精
神
神
経
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
鑪 　
　
 
直  
樹 

た
た
ら 

な
お 

き

▼（
兼
）消
化
器
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
小  
牧 　
 
稔  
之 

こ 

ま
き 

と
し 
ゆ
き

▼（
兼
）循
環
器
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
西  
尾 　
　
 
学 

に
し 

お 

ま
な
ぶ

▼
小
児
科
医
長　
　
 
藤  
井 　
 
法  
子 

ふ
じ 

い 

の
り 

こ

▼（
兼
）外
科
医
長　
 
川  
上 　
 
定  
男 

か
わ 
か
み 

さ
だ 

お

▼（
兼
）外
科
医
長　
 
石  
井 　
　
 
洋 

い
し 

い 

ひ
ろ
し

▼
外
科
医
長　
　
　
 
趙 　
　
 
秀  
之 

ち
ょ
う 

ひ
で 
ゆ
き

▼（
兼
）整
形
外
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
中  
村  
紳  
一  
郎 

な
か 
む
ら 
し
ん 
い
ち 
ろ
う

▼（
兼
）脳
神
経
外
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
太  
田 　
　
 
努 

お
お 

た 

つ
と
む

▼
形
成
外
科
医
長　
 
上  
中 　
 
麻  
希 

う
え 
な
か 

ま 

き

▼
小
児
外
科
医
長　
 
深  
田 　
 
良  
一 

ふ
か 

た 

り
ょ
う 
い
ち

▼
皮
膚
科
医
長　
　
 
近  
森  
亜  
紀  
子 

ち
か 
も
り 

あ 

き 

こ

▼
泌
尿
器
科
医
長　
 
増  
田 　
 
健  
人 

ま
す 

だ 

け
ん 

と

▼
産
婦
人
科
医
長　
 
奥  
田 　
 
知  
宏 

お
く 

だ 

と
も 
ひ
ろ

▼
眼
科
医
長　
　
　
 
寺  
尾 　
 
信  
宏 

て
ら 

お 

の
ぶ 
ひ
ろ

▼
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
吉  
本  
公  
一  
郎 

よ
し 
も
と 
こ
う 
い
ち 
ろ
う

▼（
兼
）リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

医
長　
　
　
　
　
　
 
平  
山 　
 
宏  
史 

ひ
ら 
や
ま 

ひ
ろ 

し

▼
放
射
線
科
医
長　
 
羽  
柴 　
 
光  
起 

は 

し
ば 

み
つ 
お
き

▼
同
科
診
療
放
射
線
技
師
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
橋  
岡 　
 
康  
志 

は
し 
お
か 

や
す 

し

▼
麻
酔
科
医
長　
　
 
清  
水 　
 
文  
浩 

し 

み
ず 

ふ
み 
ひ
ろ

▼
救
急
室
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
北  
川 　
 
昌  
洋 

き
た 
が
わ 

ま
さ 
ひ
ろ

▼
臨
床
検
査
科
長　
 
奥  
田 　
 
隆  
史 

お
く 

だ 

た
か 

し

▼
臨
床
検
査
科
臨
床
検
査
技
師
長

　
　
　
　
　
　
　
　
 
内  
田 　
　
 
宏 

う
ち 

だ 

ひ
ろ
む

薬
剤
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
萠  
抜 　
 
一  
郎 

は
え 
ぬ
き 

い
ち 
ろ
う

▼
副
薬
剤
部
長　
　
 
近  
藤 　

あ
い

こ
ん 
ど
う

看
護
部

▼
部
長　
　
　
　
　
 
森 　
 
由  
香  
里 

も
り 

ゆ 

か 

り

▼
副
看
護
部
長　
　
 
足  
立 　
 
美  
紀 

あ 

だ
ち 

み 

き

附
属
看
護
学
校

▼（
兼
）学
校
長　
　
 　
  
長 　
 
靖  
生 

さ
き 
な
が 

や
す 

お

▼
副
学
校
長　
　
　
 
佐  
藤  
真  
寿  
美 

さ 

と
う 

ま 

す 

み

▼（
兼
）事
務
長　
　
 
山  
口 　
　
 
誠 

や
ま 
ぐ
ち 

ま
こ
と
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福
知
山
市
に
居
住
す
る
東
日
本

大
震
災
の
被
災
者
の
友
人
、
知
人
、

隣
人
が
お
ら
れ
た
ら
、
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

見
舞
金（
市
）　　
　
　
　
　
　
　

　

生
活
の
支
援
を
目
的
に
見
舞
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
／
東
日
本
大
震
災
に
被
災

さ
れ
た
人
で
、
本
市
に
避
難
し
、

市
内
の
住
宅
（
公
営
住
宅
、
民
間

住
宅
）
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人

※
親
類
・
知
人
宅
な
ど
に
お
い
て

一
時
的
に
避
難
さ
れ
て
い
る
人

は
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
／

　

２
人
以
上
の
世
帯　

５
万
円

　

単
身
世
帯　
　
　
　

３
万
円

※
見
舞
金
の
支
給
は
１
回
限
り
。

申
請
方
法
／
次
の
書
類
全
て
を
社

会
福
祉
課
（
℡　

‐
７
０
１
７
・

24

　
　

‐
６
５
３
７
）
へ
提
出
し
て

ＦＡＸ
23

く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
え
ら
れ
な

い
場
合
は
、
申
し
出
に
よ
り
対

応
し
、
後
日
確
認
。

①
申
請
書

②
罹
災
証
明
書
ま
た
は
被
災
証
明

書
な
ど

③
本
人
確
認
の
出
来
る
書
類
（
運

転
免
許
書
の
写
し
ま
た
は
健
康
保

険
証
の
写
し
な
ど
）

④
本
市
の
居
住
を
確
認
出
来
る
書

類
（
住
民
票
も
し
く
は
入
居
契
約

書
ま
た
は
賃
貸
借
契
約
書
）

申
込
期
間
／
９
月　

日（
金
）ま
で

３０

住　

宅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
営
住
宅
の
空
き
住
戸
や
、
市

民
か
ら
申
し
出
を
う
け
た
住
宅
な

ど
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
者
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
地
域

に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
人
。（
※
福

島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、

避
難
措
置
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
人

を
含
む
。）

必
要
書
類
／
罹
災
証
明
書
ま
た
は

被
災
証
明
書　

な
い
場
合
は
、
住

所
・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
え
ら
れ
な

い
場
合
は
、
申
し
出
に
よ
り
対

応
し
、
後
日
確
認
。

市
営
住
宅

入
居
期
間
／
入
居
日
か
ら
１
年
以

内
。
た
だ
し
、
さ
ら
に
１
年
間
延

長
可
能
。

家
賃
／
免
除
。
入
居
期
間
延
長
後

は
、
最
低
家
賃
を
徴
収
。

敷
金
／
不
要

書
類
以
外
に
必
要
な
も
の
／
印
鑑

申
込
・
問
合
せ
／
建
築
課
（
℡　
２４

‐
７
０
５
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

民
間
住
宅

家
賃
・
敷
金
・
礼
金
／
無
償

貸
し
出
し
期
間
・
手
続
き
な
ど
／

個
別
に
提
供
者
（
家
主
）
と
相
談

の
う
え
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
管
理
課
（
℡　

‐
24

７
０
４
１
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
23

生
活
支
援
物
資

　

住
宅
入
居
時
の
支
援
パ
ッ
ク
と

し
て
ふ
と
ん
や
食
器
な
ど
の
生
活

必
需
品
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
／
総
務
課
（
℡　
２４

‐
７
０
３
６
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
23

み
な
さ
ま
か
ら
の
見
舞
金
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　

被
災
さ
れ
た
ご
家
族
が
福
知
山

で
始
め
ら
れ
る
生
活
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
の
、
市
民
の
み
な

さ
ま
か
ら
の
見
舞
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

見
舞
金
の
受
付
期
間
／
９
月　

日
３０

（
金
）ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
の
ぞ
く
）

見
舞
金
の
受
付
場
所
／
市
役
所

（
内
記
三
丁
目
）
お
よ
び
各
支
所

窓
口
の
「
東
日
本
大
震
災
義
援
金

箱
」
の
横
に
「
見
舞
金
用
募
金
箱
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
24

７
０
１
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
23

東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ
れ
て

福
知
山
市
に
来
ら
れ
た
人
を
支
援
し
ま
す

　京都府内では初となる創作オペラ「おさん茂兵衛丹波歌暦」公演が開催されます。

　「おさんと茂兵衛」とは、 近  松  門  左  衛  門 や 井  原  西  鶴 の作品にも登場する丹波と京
ちか まつ もん ざ え もん い はら さい かく

都を舞台にした江戸時代を代表する悲恋物語です。この古典をモチーフに、地元兵
庫丹波の皆さんが創作オペラ「おさん茂兵衛　丹波歌暦」として甦らせ、過去の公
演でも高い評価を受けています。
１　開催日時／４月２４日（日）　午後２時開演（午後１時３０分開場）
２　会　　場／京都府中丹文化会館　綾部市里町久田２１-２０（℡０７７３-４２-７７０５）
３　主　　催／おさん茂兵衛　ＤＥ　たんば実行委員会
４　共　　催／大丹波連携推進協議会　　（財）京都府中丹文化事業団　　　　　　　　　
５　チケット／（全席自由）一　　　般　３，０００円（当日３，５００円）
　　　　　　　　　　　　　高校生以下　１，０００円（当日１，２００円）
　　　　　　　中丹文化会館、オクムラ楽器、光陽堂楽器、三字屋楽器店、福島文進堂にて取り扱い
６　お問い合せ／市長公室政策推進係（℡２４-７０３０・FAX２３-６５３７）

も へ い  たん　ば　うた ごよみ 
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５
月
の
植
物
観
察
会　
　
　
　
　

　

市
自
然
科
学
協
力
員
の
指
導
で

道
端
の
植
物
を
観
察
し
ま
す
。

と
き
／
５
月　

日
（
土
）

14

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

参
加
費
／
無
料

申
込
受
付
／
５
月　

日（
木
）ま
で

12

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
都
市

緑
化
植
物
園
（
℡　

‐
６
６
１
７
・ 

２２

　
　

‐
６
６
２
９
）
ま
で

FAX
22

エ
ビ
ネ
と
山
野
草
展　
　
　
　
　

　

山
野
草
の
数
々
を
展
示
し
、
エ

ビ
ネ
の
名
品
や
初
花
の
即
売
を
し

ま
す
。

と
き
／
４
月　

日（
金
・
祝
）〜

29

　
　
　

５
月
５
日（
木
・
祝
）

温
室
入
場
料（
税
込
み
）／
大
人
３

１
０
円
、
４
歳
〜
中
学
生
１
５
０

円

共
催
／
福
知
山
山
野
草
の
会

　
　
　

都
市
緑
化
植
物
園

と
こ
ろ
／
い
ず
れ
も
都
市
緑
化
植

物
園（
三
段
池
公
園
内
・
猪
崎
）

　

運
動
不
足
解
消
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

方
法
を
、「
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
人
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
る
の
に
今
の
方
法
で
い

い
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
人
」を

対
象
に
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し

ま
す
。

と
き
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
30

〜
午
後
４
時

①
５
月　

日（
水
）

１８

②
６
月
１
日（
水
）

③
６
月　

日（
水
）

１５

と
こ
ろ
／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
（
夜
久
野
町
下
町
）

対
象
／
福
知
山
市
民
で
、原
則
と

し
て
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

内
容
／
屋
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
３
〜
５
㌔
㍍
程
度
。雨
天
の
場
合

は
室
内
運
動
）

講
師
／
健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　
　
 
長  
岡  
夕  
岐  
子 
さ
ん

な
が 
お
か 
ゆ 

き 

こ

 

募
集
人
数
／　

人
（
先
着
順
）

20

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
、
西
部
保
健
福
祉
セ
ン 

タ
ー
ま
で
（
℡　

‐
１
２
３
４
・

37

　
　

‐
１
２
４
３
）

FAX
37

都
市
緑
化
植
物
園
行
事

歩
い
て
キ
ラ
キ
ラ
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

無料

　子育てで大忙しのママたちのために開催する、健康で若々しいからだを保つ
ための教室です。子どもも元気！ママも元気！！を合言葉に健康づくりを始め
ましょう！子ども連れでも大歓迎です。ぜひご参加ください。
※１回だけの参加も可能です。
とき・内容／

※時間はいずれも午前１０時～１１時３０分
ところ／北部保健福祉センター（大江町中央）※ＫＴＲ大江駅徒歩３分
対象者／市内在住で子育て中の保護者
参加費／無料
募集人数／各回２０人程度（先着順）
申込み方法／電話、ファクスまたは直接、北部保健福祉センターまで
問合せ／
北部保健福祉センター（℡５６-２６２０　FAX５６-２０１８）

持　ち　物内　　　　容開催日

筆記用具、タオル、
お子さんに必要な物

①あなたの体力は何歳代 ??
～体力測定～

５月２５日（水）

筆記用具、
お子さんに必要な物

②あなたの骨年齢チェック !!
～骨密度測定～

６月８日（水）

筆記用具、タオル、水分、
お子さんに必要な物

③筋力アップで代謝美人！
～楽しく体を動かそう①～

６月２１日（火）

筆記用具、タオル、水分、
お子さんに必要な物

④筋力アップで代謝美人！
～楽しく体を動かそう②～

６月２８日（火）
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路
線
バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
し
て

遠
距
離
通
学
を
す
る
高
校
生
の
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
・

安
全
な
通
学
手
段
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促

進
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
居
住
し
、
路
線
バ

ス
や
鉄
道
の
通
学
定
期
券
を
購
入

し
て
京
都
府
内
の
公
立
高
等
学
校

も
し
く
は
福
知
山
市
内
の
私
立
高

等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護

者
。

補
助
金
額
／
通
学
定
期
券
の
購
入

金
額
の
う
ち
、

１
カ
月
当
た
り
７
’２
０
０

円
を
超
え
る
額
の　

㌫
７５

（
１
０
０
円
未
満
切
捨
）

※
１
カ
月
当
た
り
の
購
入
金
額
は

２
万
２
’１
０
０
円
を
上
限
と
し

て
、
３
カ
月
定
期
な
ど
１
カ
月
を

超
え
る
通
学
定
期
券
の
場
合
は
、

１
カ
月
相
当
額
に
換
算
し
て
算
定

し
ま
す
。

※
鉄
道
と
バ
ス
な
ど
複
数
の
定
期

券
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
合
算
し

て
算
定
し
ま
す
。

※
補
助
対
象
は
有
効
期
間
が
４
月

１
日（
金
）以
降
の
通
学
定
期
券
で

す
。
（
４
月
１
日（
金
）を
挟
む
通

学
定
期
券
の
場
合
、
按
分
に
よ
り

相
当
額
を
算
出
し
ま
す
。
）

申
請
方
法
／
申
請
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
し
、
市
役
所
生

活
交
通
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口

ま
で

申
請
書
類
／

１　

補
助
金
交
付
申
請
書

２　

補
助
金
支
払
請
求
書

３　

定
期
券
の
写
し

４　

在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学

生
証
の
写
し
、
在
学
証
明
書
な

ど
）

５　

預
金
通
帳
な
ど
振
込
口
座
の

わ
か
る
も
の

※
書
類
の
様
式
は
、
市
内
の
各
定

期
券
の
販
売
所
ま
た
は
市
役
所
生

活
交
通
課
、
各
支
所
の
窓
口
の
ほ

か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
生
活
交
通
課
管
理
調
整
係
（
℡

　

‐
7
0
2
0
・　
　

‐
6
5
3

２４

FAX
23

7
）

市長の何でも相談日 ５月１３日（金）　　　　　　９：３０～１１：３０

ところ／三和支所　要事前申込／５月６日（金）８：３０から１７：１５に、電話、ファクスまたは直接市長
公室市民相談係（℡２４-７０２７・FAX２４-７０２３）まで。申込多数の場合、抽選で６人（組）まで。※初めての人を優先。

沖縄人権文化体験研修 
　戦争は最大の人権侵害であり、国内唯一
の地上戦の地である沖縄の歴史や文化、そ
して戦争の実相にふれ、戦争の悲惨さと平
和の尊さを学び、戦争と差別との関わりか
ら人権の尊さについて考えるとともに、沖
縄の今日的課題を自らの問題としてとらえ、
あらゆる差別の撤廃に向けて活動できる人
材の育成を目的に実施します。
○実 施 日　８月７日（日）～９日（火）
○定　　員　５人
○参加費用　１０，０００円
○問 合 せ　生涯学習課人権教育係
　　　　　　（℡２４-７０６５・ＦＡＸ２４-４８８０）

長　崎　の　旅　　　
　次世代を担う若者が被爆地長崎における
平和学習に参加し、学習を通して平和の大
切さや尊さを学び、広く人権感覚を養うと
ともに、その学習成果や人権尊重の意識を
広く啓発し、「恒久平和宣言のまち福知山」
を参加者とともに確かなものにすることを
目的とします。
○実 施 日　８月８日（月）～１０日（水）
○定　　員　４人
○参加費用　５，０００円
○問 合 せ　人権推進室人権推進係
　　　　　　（℡２４-７０２２・ＦＡＸ２３-６５３７）

○対象／市内在住または、市内の高等学校に在学する生徒
　　　　市内在住で４月１日現在、１８歳未満の社会人で社会教育活動を実践されている人、
　　　　またはその意欲のある人
○内容／現地学習（沖縄、長崎のいずれか）、事前・事後学習（啓発活動含む）
○申込締切／５月２０日（金）
○申込など詳しくは、各問合せ先までおたずねください。

次世代を担う若者募集中 !!

平和学習 人材育成

高
校
生
の
通
学
定
期
券

購
入
費
を
補
助
し
ま
す
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）（
全　

回
）

１４

開
催
日
／
５
月　

日（
金
）〜
８
月

２７

　

日（
金
）の
毎
週
金
曜
日

２６時
間
／

　

午
後
７
時　

分
〜
９
時　

分

３０

３０

※
修
了
に
は
、
別
途
八
単
位
の
実

習
が
必
要
で
す
。

定
員
／　

人
（
申
込
多
数
の
場
合

３０

は
抽
選
と
し
ま
す
。）

テ
キ
ス
ト
代
／
１
’２
０
０
円

申
込
締
切
／
５
月　

日（
金
）

１３

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
全　

回
）

１０

開
催
日
／
５
月　

日（
金
）〜
７
月

２０

　

日（
金
）の
毎
週
金
曜
日

２２時
間
／
午
前
９
時　

分
〜

３０

　
　
　

午
後
０
時　

分
３０

テ
キ
ス
ト
代
／
１
’０
５
０
円

申
込
締
切
／
５
月　

日（
火
）

１０

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座（
全
７
回
）

開
催
日
／
６
月　

日（
金
）〜　

月

１７

１２

　

日（
金
）の
毎
月
第
三
金
曜
日

１６時
間
／

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

講
師
／ 
中  
野 
と
も
子
さ
ん

な
か 
の

申
込
締
切
／
５
月　

日（
火
）

１７

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座（
全　

回
）

１０

開
催
日
／
６
月　

日（
日
）〜
平
成

１２

　

年
３
月　

日（
日
）の
第
２
日
曜

２４

１１

日※　

月
は
第
３
、
１
月
は
第
４
日

１０曜
日

時
間
／
午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

講
師
／ 
大  
谷  
恵  
子 
さ
ん

お
お 
た
に 
け
い 
こ

テ
キ
ス
ト
代
／
１
’１
０
０
円

申
込
締
切
／
５
月　

日（
金
）

２７

と
こ
ろ
／
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
会

館
（
内
記
二
丁
目
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
１８

以
上
の
人

※
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
は

市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
以
上

１６

の
人

受
講
料
／
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
申
込
希
望
の
講
座
名

を
記
入
し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
直
接
、
〒
６
２
０
‐
８
５
０

１
福
知
山
市
字
内
記　

‐
１　

福

１３

祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２２

９
０
７
３
）
ま
で
。
い
ず
れ
も
締

切
必
着 

と
き
／

　

各
教
室
と
も
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
／

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
環
境
パ
ー
ク
内
・
牧
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

※
設
備
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た 

　

め
、
同
一
教
室
で
の
申
し
込
み

は
、
１
世
帯
１
人
と
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
各
教
室
の
前
日
ま
で

に
、環
境
政
策
室
環
境
保
全
係（
℡

　

‐
１
８
２
７
・　
　

‐
４
８
８

２２

FAX
２２

１
）
ま
で
。

※
先
着
順
。

※
団
体
で
の
体
験
教
室
も
受
け
付

け
ま
す
。（
月
２
組
以
内
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、

教
室
の
２
日
前
ま
で
に
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

手
づ
く
り
体
験
教
室

５月のリサイクルプラザ体験教室

受講料募集人数教　室　名開催日

１００円６人
ガラス教室　ガラスに彫刻をして置
物や花瓶を作ろう　※サンドブラス
トを使って砂を吹き付けます。

 １日（日）

２００円６人
（中学生以上）

ガラス教室　トンボ玉（ガラス玉）を作ろ
う　※バーナーワークを使います。１１日（水）

１００円１０人
布教室　布ぞうりを作ろう（大人用）
バスタオルがあれば１枚分を丈１５０㌢幅３
㌢ほどに裁断してお持ちください。

１３日（金）

１００円４人裂き織り教室　花瓶敷きを作ろう　
※ミニ手織り機を使います。

１５日（日）
１００円６人布教室　おしゃれバックを作ろ

う　※ミシンを使います。

１００円１０人
PPバンド教室　かわいい吊り飾
りを作ろう１９日（木）

１００円６人
牛乳パック教室　座椅子を作ろう
（大）※ミシンを使います。　※牛乳
パックがあればお持ちください。

２７日（金）

１００円６人
布教室　短めのアームカバー
（腕抜き）をつくろう
※ミシンを使います。

３０日（月）

奉
仕
員
養
成
講
座

と
き
／
５
月　

日（
日
）午
前
９
時

２２

市
役
所
前
（
内
記
３
丁
目
）
集
合

半
日
コ
ー
ス
で
す
。

※
雨
天
中
止
の
決
定
は
午
前
７
時

　

分
３０

春
の
市
民
歩
け
歩
け

大
会
涌
水
地
め
ぐ
り

無料

行
先
／
「
荒
木
・
長
谷
の
一
杯
水
」

「
森
垣
・
ロ
ク
ロ
不
動
の
観
音
水
」

約　

㌔
㍍

１２
持
ち
物
・
服
装
／
タ
オ
ル
、
雨
具
、

帽
子
、
歩
き
な
れ
た
靴
、
動
き
や

す
い
服
装

参
加
方
法
／
申
込
不
要
。
当
日
市

役
所
前
に
直
接
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
社
会
体
育
係

（
℡　

‐
７
０
６
９
・　
　

‐
２

２４

FAX
２４

８
５
８
）

問い合わせ先対 象と き
■図書館中央館

（℡２２‐３２２５）
※えほんのへやは、５月
１２日（木）午前１０時か
ら申込受付。各回先
着１７組

幼 児１１：００～１９日（木）たのしいおはなし会

１ 歳 児１０：１５～
２６日（木）えほんのへや

４カ月～１歳未満児１１：１５～

幼児～小学生１１：００～２８日（土）小学生おはなし会

■夜久野分館（℡３７‐１０６６）幼 児１３：３０～１５日（日）

お は なし会 ■大江分館（℡５６‐１０１７）幼児～小学生
１０：３０～

２１日（土）

■三和分館（℡５８‐４７１５）幼 児２７日（金）

５月の図書館おはなし会　　●「えほんへや」のみ申し込み必要
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ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

不不不不不不不不不不妊妊妊妊妊妊妊妊妊妊治治治治治治治治治治療療療療療療療療療療助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度にににににににににに「「「「「「「「「「人人人人人人人人人人工工工工工工工工工工授授授授授授授授授授精精精精精精精精精精」」」」」」」」」」がががががががががが対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象ににににににににににななななななななななりりりりりりりりりりままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた不妊治療助成制度に「人工授精」が対象になりました
　不妊治療を受けているご夫婦の経済的負担の軽減を図るため、治療費の一部を助成
しています。平成２３年４月１日治療分から、新たに人工授精が助成対象となり、さ
らに助成限度額が引き上げられます。（太字下線部が新たな制度です）
対象者／①医療保険適用の不妊治療を受けた人（事実上の婚姻関係にある男女を含み

ます）
　　　　②人工授精を受けた人（婚姻の届出をしている夫婦に限ります）
　　　　※１年以上京都府内に継続して居住し、福知山市に住民票がある期間に受け

られた治療費のみ助成対象となります。
　　　　　②については平成２３年４月１日以降の治療分が新たに助成対象となります。
内　容／不妊治療費の自己負担金の２分の１を助成します。
　　　　※上限は１年度につき１０万円です。ただし、医療保険適用の不妊治療のみを受けた人は

上限が６万円となります。
　　　　　夫婦ともに治療を受けておられる場合は、一人ずつ申請してください。
　　　　※年度（４月１日～翌年３月３１日）ごとの申請です。
　　　　※申請日からさかのぼり１年以内の治療分が助成対象です。
申請方法／所定の申請書に医療機関証明書を添えて、各保健福祉センターへ提出してください。
　　　　※提出は、平日の午前８時３０分から午後５時１５分（年末年始１２月２９日～１月３日を除く）
　　　　※申請書・医療機関証明書は、各保健福祉センターにあります。
　　　　　また、市ホームページ（出産・子育て→不妊治療を受けておられる人は）からもダウン

ロードできます。自宅への郵送もしますのでお申し出ください。
　　　　※郵送による申請の場合は、中央保健福祉センターへ送付してください。
【受付窓口　問い合わせ先】
●中央保健福祉センター（〒６２０-００４２　北本町二区３５-１　℡２３-２７８８・ＦＡＸ２３-５９９８）
●東部保健福祉センター（千束（三和支所内）　℡５８-２０９０・ＦＡＸ５８-３０１３）
●西部保健福祉センター（額田（夜久野ふれあいプラザ内）　℡３７-１２３４・ＦＡＸ３７-１２４３）
●北部保健福祉センター（河守（大江支所内）　℡５６-２６２０・ＦＡＸ５６-２０１８）

固定資産課税台帳固定資産税路線価図・
標準宅地表示台帳　　

土地価格等縦覧帳簿
家屋価格等縦覧帳簿

価格・課税標準額など路線価（市街化区域）
標準宅地（市街化区域外）土地価格・家屋価格など記　載

内　容
いつでも閲覧できます（平日の午前８時３０分～午後５時１５分）５月３１日 (火 ) までと　き

税務課または各支所税務課ところ

・固定資産税の納税義務者
　（免税点未満の人も含む）
・借地人、借家人　など

どなたでも閲覧できます

固定資産税の納税者
※土地のみをお持ちの場合は家
屋の帳簿を、家屋のみをお持ち
の場合は土地の帳簿を、また土
地（家屋）をお持ちであっても、
免税点未満の人、非課税の人は
見ることはできません。

対象者

▼納税義務者…運転免許証など本人
確認できるもの

▼借地人、借家人…賃貸借契約書な
ど資格を証する書類と契約者本人
であることを確認できるもの

▼本人以外…閲覧資格のある人の委
任状と委任された本人であること
を確認できるもの

なし

固定資産税の納税者と確認でき
る、写真付住民基本台帳カード、
運転免許証、健康保険証など
※固定資産税納税通知書はでき
ればご持参ください。

※固定資産税の納税者以外の人
は、納税者の委任状が必要で
す。

お持ち
いただ
くもの

有料（縦覧期間中は納税義務者のみ
閲覧無料。写しの交付は有料）

無料
（写しの交付は有料）

無料
（写しの交付は行いません）手数料

固定資産評価審査委員会への審査申出
　固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合は、４月１日から納税通知書の交付を受けた日後６０日までの間において、
文書で固定資産評価審査委員会に審査の申出をすることができます。

■税務課資産税係（℡２４-７０２５・FAX２３-６５３７）

平成２３年度土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧　　　　　　　５月３１日（火）まで
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３月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比。

★人口  ８１，４０７人（－３７４）　男  ３９，７１７人（－２０７）　女  ４１，６９０人（－１６７）　　★世帯数  ３４，７３８世帯（－４４）

ＫＢＳ京都 
テレビ 毎週木曜日 17：55～17：58

ふくちやまFMキャッスル 
　8：00～8：05 
17：20～17：25

月～金曜日 

●市政だより●休日当番医（５月）
２９日
（日）

２２日
（日）

１５日
（日）

８日
（日）

５日
（木・祝）

４日
（水・祝）

３日
（火・祝）

１日
（日）

　９：００～１２：００
１３：３０～１７：３０

休 日 急 患 診 療 所
（北本町二区　℡ ２２‐４１２８）

内 科
小児科
※休日急患診療所開設日の１８：００～２４：００は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診
療を行っています。詳細は、休日急患診療所（℡２２‐４１２８）または消防署（℡２２‐０１１９）まで。

２２日
（日）

８日
（日）

４日
（水・祝）

１日
（日）　０：００～２４：００福 知 山 市 民 病 院

（厚中問屋町　℡ ２２‐２１０１）
外 科

２９日
（日）

１５日
（日）

５日
（木・祝）

３日
（火・祝）　０：００～２４：００京 都 ル ネ ス 病 院

（西 本 町　℡ ２２‐３５５０）

４日
（水・祝）　９：００～１７：００冨 田 歯 科 医 院

（北小谷ヶ丘　℡ ２３‐２８１８）歯 科

17

おもな施設　大型連休期間の案内　　　 ○ 開館（営業）     －  休館（休業）
87654321302928

施 　設　 名
日土金祝・木祝・水祝・火月日土祝・金木
－－○－－－○－○－○窓　　口

市 役 所
○○○○○○○○○○○自動交付機
－－○－－－○－－－○外　　来福 知 山

市民病院 ○○○○○○○○○○○救　　急
－－○－－－○－－－○新大江病院
－－○－－－○－－－－新大江病院付属有路診療所
－－○－－－○－－－－雲原診療所
○－－○○○－○－○－休日急患診療所
－－○○○○○－－○○ごみ収集環　 境

パ ー ク －－○○○○○－○○ごみ持ち込み
○○○○○○○○○○○斎場（火葬棟・葬祭棟）
－○○○－－○－○－○公設地方卸売市場（青果）
○○○○○○－○○○○総合福祉会館
－－○－－－○－－－○大江町老人福祉センター (舟越会館 )
－－○－－－○－－－○三和町郷土資料館
－－○－－－○－－－○人権ふれあいセンター
－－○－－－○－－－○教育集会所
○○○－－－－○○－○南有路児童館
－○○－－－－－○－○その他の児童館

貸館のみ○貸館のみ○貸館のみ○夜久野ふれあいプラザ
○○○○－○○○○○○夜久野町化石・郷土資料館
○○－○○○－○○○○日本の鬼の交流博物館
－○○－－－○－○－○勤労青少年ホーム

○○－○○○○○○○○市民体育館・市民運動場・三段池公園総合
体育館・武道館・温水プール

○○－○○○○○○○－長田野体育館・長田野公園運動広場
○○－○○○○○○○○動物園・都市緑化植物園・児童科学館
○○○－○○○○○○－福知山鉄道館ポッポランド

○○－○○○○○○○○福知山城（福知山市郷土資料館）・佐藤太清記念美
術館・丹波生活衣館・芦田均記念館・治水記念館

○○○－－－○○○－－新町文化センター
○○○－－－－－○－○図書館（中央館・三和分館・夜久野分館・大江分館）

○－－○○○○○－○○川口・日新・六人部・成和地域公民館・北陵総合
センター（北陵地域公民館）・桃映地域体育館

○○－○○○○○○○○緑の里交流センター（無人）
○○－○○○○○○○○下水道厚生棟
○○○○○○○○－－－やくのベゴニア園
－－○○○○○○－－○子ども等体験農園
○○－○○○－○○○○大雲記念館・大江町和紙伝承館

▼下記の施設は期間中、休まず開館・営業いたします。
　厚生会館、市民会館（中央公民館）、三和・夜久野・大江地域公民館、夜久野町ふれあいの里福祉センター、
三岳青少年山の家、大呂自然休養村センター・大呂グラウンドゴルフ場、北陵総合センターこぶし荘、里の駅
みたけ、三和荘、夜久野荘、やくの木と漆の館、やくの花あずき館、夜久野高原温泉ほっこり館、やくの本陣、
やくの一道庵、鬼力亭、大雲塾舎、大江山グリーンロッジ、鬼瓦工房、市営福知山駅前駐車場、福知山駅前広
場南口駐車場、福知山駅広場北口駐車場、福知山駅東駐輪場、福知山駅西駐輪場、福知山城公園観光駐車場、
福知山市上下水道ガスサービスセンター㈱

午前のみ
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略記号の説明　○場 ＝場所　○問 ＝問い合わせ先　社協　＝社会福祉協議会

●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

相談あんない
��������
��������５ 月

問い合わせ先場　所時　間日（曜日）相　　談区分

人権推進室
℡ ２４‐７０２２
FAX ２３‐６５３７

市民会館２４・３４・３６号室１０：００～１５：００２３日（月）人 権 相 談
人　
　
　

権

大江町総合会館
 ９：００～１５：００

１０日（火）
心 配 ご と 相 談 三 和 支 所１６日（月）

夜久野ふれあいプラザ２０日（金）
人 権 相 談 室１３：００～１６：００１９日（木）

女 性 相 談
要事前申込／前週金曜日までに電話または直接、人権推進室まで。先着３人。

○場 ○問 北部保健福祉センター　℡５６‐２６２０　FAX ５６‐２０１８
１３：３０～１５：３０

１０日（火）

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談健　

　
　
　

康

○場 ○問 東部保健福祉センター　℡５８‐２０９０　FAX ５８‐３０１３１１日（水）
○場 ○問 西部保健福祉センター　℡３７‐１２３４　FAX ３７‐１２４３１７日（火）
○場 ○問 中央保健福祉センター　℡２３‐２７８８　FAX ２３‐５９９８ ９：３０～１１：００３１日（火）

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・ＦＡＸまたは直接各保健福祉センターまで。
○場 ○問 北部保健福祉センター　℡５６‐２６２０　FAX ５６‐２０１８

 ９：３０～１１：３０
１１日（水）

親と子の健康相談
○場 ○問 西部保健福祉センター　℡３７‐１２３４　FAX ３７‐１２４３１３日（金）
○場 ○問 東部保健福祉センター　℡５８‐２０９０　FAX ５８‐３０１３１９日（木）

要事前申込／当日までに、電話・ＦＡＸまたは直接各保健福祉センターまで。

社会福祉課
℡２４‐７０１７　FAX ２２‐９０７３総合福祉会館

１３：００～１５：００１日（日）・１５日（日）身 体 障 害 者 相 談

福　
　
　
　

祉

１３：００～１５：００２６日（木）
身体障害者巡回更生相談

要事前申込／５月２４日（火）までに、電話・FAXまたは直接社会福祉課まで。
社協 本　　所 ℡２３‐３５７３　FAX ２４‐５２８２総合福祉会館

１３：００～１６：００ ６日（金）ふれあい福祉相談
社協 三和支所 ℡５８‐３７１３　FAX ５８‐３７３２東部保健福祉センター
社協 夜久野支所 ℡３８‐９０００　FAX ３８‐９０１２ふれあいの里福祉センター
社協 大江支所 ℡５６‐０２２４　FAX ５６‐１６５４老人福祉センター舟越会館
舞鶴年金事務所 ℡０７７３‐７８‐１１６５中丹勤労者福祉会館１０：００～１５：００１８日（水）

年 金 相 談
要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用℡０７７３‐７６‐５７７２）まで。

子育て支援課　℡２４‐７０６６　FAX ２２‐９０７３家庭児童相談室 ８：３０～１６：１５月～金（祝日を除く）家 庭 児 童 相 談
○場 ○問 教育相談室　 ℡２４‐３７４９　FAX ２４‐５１３５ ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）子 ど も 教 育 相 談教

育

生活交通課　℡２４‐７０２０　FAX ２３‐６５３７
消費生活セン
タ ー 相 談 室

 ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）

消 費 生 活 相 談
く　
　

ら　
　

し

京都府中丹広域振興局
℡０７７３‐６２‐２５０６　FAX ０７７３‐６２‐２８５９１３：００～１５：００１８日（水）

生活交通課　℡２４‐７０２０　FAX ２３‐６５３７大 江 支 所１３：３０～１５：３０２０日（金）

農業委員会
℡２４‐７０４６　FAX ２３‐６５３７

各支所・京都農協・
京都丹の国農協の
各 支 店 ほ か

 ９：００～１２：００１０日（火）農 地 ・ 農 政 相 談

建築課　 ℡２４‐７０５３　FAX ２３‐６５３７市民会館３６号室１３：３０～１６：３０２０日（金）
建 築 無 料 相 談

要事前申込／５月１６日（月）までに、電話・FAXで京都府建築士会福知山支部（℡２３‐３５６０　FAX２３‐８１３２）まで。

○場 ○問 京都府福知山地域総務室　℡２２‐３９０１　FAX ２３‐８２４２ ９：００～１６：００１１日（水）・２５日（水）交 通 事故巡回相談
市 長 公 室（ 下 記 と 同 じ ）市 民 相 談 室１３：００～１６：００１９日（木）税 務 相 談
大 江 支 所　℡５６‐１１０１　FAX ５６‐２０１８大江町総合会館 ９：００～１５：００１０日（火）

行 政 相 談

行　

政　

・　

法　

律

三 和 支 所　℡５８‐３００１　FAX ５８‐３０１３三 和 支 所 ９：００～１５：００１６日（月）
夜久野支所　℡３７‐１１０１　FAX ３７‐５００２夜久野ふれあいプラザ ９：００～１２：００２０日（金）

市 長 公 室
℡２４‐７０２７
FAX ２４‐７０２３

市 民 相 談 室

１３：００～１６：００２５日（水）
１３：００～１６：００１２日（木）司法書士法律・登記相談
１３：００～１６：００２１日（土）行 政 書 士 相 談
１２：３０～１６：３０２７日（金）

法 律 相 談 要事前申込／５月２１日（土）までに、市民相談室に来訪・電話・ＦＡＸいただくか、郵送（住所・氏名・電話番
号・相談内容を明記）で秘書広報課まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で１０人まで。

市 長 公 室（ 上 記 と 同 じ ）市 民 相 談 室１５：００～１８：００毎週金曜日
多重債務専門法律相談

要事前申込／前日午後４時までに、電話で京都弁護士会（℡０７５‐２３１‐２３７８）まで。各日先着４人。

○場 ○問 京都府福知山地域総務室　℡２２‐３９０１　FAX ２３‐８２４２１３：３０～１６：３０１３日（金）
府民無料法律相談

要事前申込／５月１２日（木）９:００から電話で京都府福知山地域総務室まで。※先着９人まで。

広報ふくちやま
平成２３（２０１１）年４月１５日号

●発行／福知山市　●編集／市長公室　※「広報ふくちやま」の表記は、新聞表記基準に準じています。
　〒６２０‐８５０１　京都府福知山市字内記１３番地の１（内記三丁目）　ＴＥＬ　０７７３（２２）６１１１【代表】　ＦＡＸ　０７７３（２４）７０２３
　ホームページ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ/
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